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季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)

担当医　　　
月曜日　午前：青山　午後：内科（交代制）  木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：宮里　午後：大村　　　　 　 金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：大村　午後：卜部・森本              午後：井料(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　 (腎臓内科)　   土曜日　午前：内科(交代制)
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　　1月18日と1月28日両日にわたり「皮膚裂傷につい
　て」と題し、看護補助者を対象に院内研修会を開催
　しました。
    当院は現在、16名の看護補助者が従事しています。
  看護補助者は、移乗の援助や排泄処理、入浴介助な
  ど様々な場面で高齢の患者様に関わっています。
　  高齢者の皮膚は老化により弱くなっている上に、
  糖尿病や腎不全などの基礎疾患や薬剤によりさらに
  弱くなり、援助の際の皮膚裂傷のリスクが高くなっ
  ています。
    今回の院内研修会で、あらためて皮膚裂傷のリス
  クとそれを防ぐ対策を学ぶことが出来ました。
　これからも我々スタッフは高齢者の皮膚の特徴を踏
  まえ、患者様の状態を十分観察し、細心の注意を払
  って援助を
  行っていき
  ます。

看護補助者の院内研修会 　　　　
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「感染防止に向けた当院の取り組み」

2020年2月5日にクルーズ船ダイヤモンド・プ
リンセス号で新型コロナウイルスに感染した
乗船客が確認された時には、これほどの感染
拡大が日本で起きるとは予想していなかった
と思います。
呉でも医療施設でクラスター発生するなど、
コロナ危機が迫っている中、当院での発熱患
者さんへの対応策として、感染防具使用に関
する勉強会の実施や、複数の患者さんが同じ
空間で長時間の治療を行う透析室などでは、
対策として通常の空気清浄機より優れた機能
を搭載した、清浄機の設置や発熱者との接触
を減らす目的としてパーテーション工事等を
行いました。
                        今後はワクチンの
                        効果に期待しつつ、
                        より有効な治療薬
　　　　　　　　　　　　の開発を待つ中で、
　　　　　　　　　　　　より的確な感染対
　　　　　　　　　　　　策に取り組んでい
　　　　　　　　　　　　きたいと思います。

透析部 医療工学士 畠山泰規


